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甲府市で、結成後初の沿線住民ネット運営委員会開催                             

リニア計画凍結求め活動を強化 

    
         （３月２３日、山梨県甲府市で行われた第１回運営委員会、６団体からとオブザーバーが参加）                                    

 ２月１０日結成されたリニア新幹線沿線住民ネットワークの第１回運営委員会が、３月２３日

午後、甲府市の「みどり山梨」の事務所で行われました。沿線６団体から運営委員１０人が参加し、

ＪＲ東海が正式ルートや中間駅、車両基地、立坑などの立地場所を明らかにする準備書を出す予定

の秋までの統一行動について協議しました。初めに、ネットワークの規約を正式決定し、２．１０

集会の結成宣言の一部を修正しました。そして、各団体は４月中にＪＲ東海に対し、各地で改めて

説明会を開催するよう求め、６月に院内集会、７月に岐阜で大規模なリニア・シンポジウムを開催

する方針を決定しました。６月の院内集会は「リニアデー」として、国交省交渉も組み込む予定で

す。また、沿線各団体は、地元選出の国会議員、地方議員に対し、リニア問題について統一したア

ンケート調査に取り組むことも決めました。 

ホームページを開設します 
        URL http://web-asao.jp/hp/linear      

４月８日（月）スタート、みんなの力でリニア問題を全国に発信しましょう！ 



川崎市議会へ陳情書提出（２０１３年３月１３日） 

「議会は、ＪＲ東海に説明会を開催させるよう市当局を督励して！」 

 

川崎市議会議長 大島 明様 

                  リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会 

                               麻生の会、宮前の会、中原・高津の会 

   

リニア中央新幹線に関する説明会開催促進の陳情書 

  

＜陳情要旨＞リニア中央新幹線計画の川崎市内の建設計画について、市民は生活への影響や工事に関して大きな不

安を持っています。建設主体のＪＲ東海旅客鉄道株式会社は一昨年秋以降、川崎市民への説明会を開いていません。

つきましては、川崎市議会が市民の代表者として、市当局に対し、ＪＲ東海旅客鉄道株式会社が早急に市民への具

体的な説明の機会を設け、現状での情報公開を行わせることを強く働きかけるよう求め、尽力されることを陳情し

ます。 

＜理由＞ 

１．ご承知のように、ＪＲ東海旅客鉄道株式会社（以下ＪＲ東海）が事業主体となって建設される予定のリニア中

央新幹線は、川崎市内の中原区、高津区、宮前区、多摩区、麻生区の５区を計２０キロに㍍にわたって、地下４０

㍍の大深度トンネルを通過するとされています。また５～１０キロ㍍おきに直径３０㍍の立坑が掘られます。工事

中はトンネル工事の器機搬入口、残土の排出口として、また完成時は乗客の避難口や換気塔として使用されます。

ＪＲ東海は、現在３キロ㍍幅で想定されている走行ルートや立坑の具体的な位置を明らかにしていません。私たち

市民の「ＪＲ東海に沿線各区の市民に対し説明会を開かせよ」という再三の申し入れに対し、リニア担当の市まち

づくり局は「ＪＲ東海に市民の要請を伝えているが、回答がない」と答えています。 

２．リニア中央新幹線計画については、一昨年８月の公表後、ＪＲ東海により、走行ルートに関係する５区の住民

に対する説明会が開かれました。その後、計画の概要書である「環境影響評価配慮書」に対する意見募集（パブリ

ック・コメント）が行われました。市民から多くの意見が寄せられ、ほとんどが「５００キロの速度で走って、事

故の危険はないのか」、「電力はどうまかなうのか」、「電磁波の影響が心配だ」、「少子高齢化の社会で採算がとれな

いのでは」、「立坑工事で騒音や振動や自然への影響があるのでは」など、疑問と不安の声でした。一昨年１２月か

ら昨年１月にかけて行われた環境影響評価審議会でも、会長自ら「方法書は意見募集で寄せられた市民の声を反映

していない」と指摘しました。さらに、アセスメント終了後の市長意見や知事意見では、「方法書は環境影響評価が

及ぶ対象や地域が不確定であり、方法書の段階で審議すべき事項について、検討が十分できていない」として、「本

事業における運行本数、電力供給、路線位置、立坑及び作業内容等の具体的計画等は、本来の方法書で明らかにす

べき」とＪＲ東海に対し、準備書を待たずに具体的な内容を明らかにするよう求めました（２０１２年１月２５日

付市長意見書）。 

３．私たち市民有志は、一昨年秋以降、ＪＲ東海からも市当局からも、市内のリニア建設について具体的な説明を

受けていません。この間、２０１２年１月、５月、１０月と３回にわたり、ＪＲ東海に説明会を開催させること、

あるいは市独自に住民に現状を報告する機会を設けるよう市当局に要請してきました。結局、回答は「皆さんの要

望はＪＲ東海に伝える」ということだけで、私たちが要望する説明会の機会は全く実現されませんでした。 

４．市当局は、市民の安全、安心な生活を最大限に尊重し、不安や疑問を訴える市民の切実な声に応えるべきです。

（中略）市当局にはＪＲ東海のいいなりにならず、市民に寄り添う立場に立って、リニア中央新幹線に関しイニシア    

チブを発揮し、ＪＲ東海に対し説明会開催を求める責務があると考えます。              以 上 



二つの脱原発集会でリニア凍結署名４３０集約 

つながろうフクシマ！さようなら原発大集会 

 
福島第一原発事故から２周年を前に、３月９日午前１１時から東京・明治公園で、「つながろうフクシマ！さようなら

原発大集会が開かれ、全国から１万５千人が参加しました。呼びかけ人の一人広瀬 隆さんは「原発を再稼働させる

方がお金がかかることをマスコミはきちんと伝えてほしい」と訴えました。福島から京都に避難している斉藤夕香さ

んは「私たちのことを忘れずつながってください」と述べました。東京・神奈川連絡会は参加団体のブースの一角を

借りてチラシを配布、また会員が会場内でリニア凍結署名活動を行い２００筆を集めました。集会後、参加者ととも

に「リニア東京・神奈川連絡会」と「リニア沿線住民ネット」の旗を掲げて、会場から渋谷までデモ行進しました。 

原発ゼロへのＣｏｕｎｔｄｏｗｎ in かわさき 

 
３月１０日午前１１時から、川崎市中原区の中原平和公園で、「原発ゼロへのＣｏｕｎｔｄｏｕｎ in かわさき」が

開かれました。昨年に続いて２回目。強風で黄色の砂塵が舞うという悪天候の中、１４００人が参加しました。ステ

ージでは実行委員会を代表して脱原発かわさき市民の川口洋一さんが挨拶。そのあとゲストの城南信金・吉原毅理事

長が脱原発を進める金融機関の努力と支持の拡大を報告、大間原発（青森県大間町）の予定地で土地を守り続ける「あ

さこはうす」の小笠原厚子さんが政府や電力会社との闘いを熱く語りました。リニア東京・神奈川連絡会はブースを

確保し、川崎市内のリニアルート図や山梨実験線の視察報告を展示、天野共同代表がステージで、リニア新幹線の危

険性や問題点を訴えました。この集会でチラシ配布と署名活動を行い、署名２３０筆を集めました。参加者は午後２

時半から、公園を出発、元住吉のブレーメン通りなどを通りＪＲ武蔵小杉駅周辺までデモ行進をしました。 

３．１１福島集会でリニア問題をアピール       リニア関連・参考書籍紹介 



        
福島の原発事故から２年目の３月 11 日、私は福島市の県   リニア実験線での走行停止やＪＲ東海の情報開示が 

教育会館で開かれた「反原発福島行動‘１３」に参加しま   無いため、鉄道雑誌でのリニア関連特集はほとんど 

した。朝早く、横浜の震災がれきの問題で活動する仲間と   ありません。書籍では何冊が出ていますので、参考 

マイクロバスで出発、５時間かけて福島に到着。会場前で   になるものをご紹介します。 

リニア新幹線について、４６５枚のチラシを配布し、署名   ＜研究者によるもの＞ 

６０を集めました。県民以外にも東京や北海道、関西など   ■「必要か、リニア新幹線」橋山禮治郎著 

から参加した人たちも「リニアはいらないよね」と、チラ     ２０１１年、岩波書店 

シを受け取り署名してくれました。原発もリニアも要らな   ■「活断層」松田時彦著 

いという思いを強くしました。集会には１３００人が参加     １９９５年、岩波新書 

会場から福島市内をデモ行進し、充実した一日となりまし   ■「公共事業」川口和英著 

た。協力していただいたみなさんに感謝しています。       ２００９年、ぎょうせい 

（運営委員・伊藤貴徳）    ＜ジャーナリスト、ライターによるもの＞ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     ■「サイエンス・ナウ」立花隆著          

ＪＲ東海が新幹線改修計画を発表            １９９６年、朝日新聞社 

ＪＲ東海の山田佳臣社長が３月の記者会見で、今後１０年   ■「超高速に挑む」碇義朗著 

間、東海道新幹線の老朽化対策として、橋梁などの補強、     １９９３年、文藝春秋 

改修工事を実施することを明らかにしました。発生が心配   ■「超・新幹線が日本を変える」川島令三著 

される東南海地震に対し、安全対策を強化し、新幹線の寿     ２００８年、ＫＫベストセラーズ 

命を３０年程延ばすという考えです。改修費は２０２３年   ■「図解・新世代鉄道の技術」川辺謙一著 

までの１０年間で７３００億円程度とみられる。新しい技     ２００９年、講談社ブルーバックス 

術を使い、新幹線を止めないで工事するということですが   ■「リニア中央新幹線のすべて」川島令三著 

新幹線の収益に頼るＪＲ東海の場当たり的な対策では？      ２０１２年、廣済堂出版 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ■「動く大地の鉄道トンネル」峯崎淳著 

会員を拡大しましょう！              ２０１１年、交通新聞社 

会費は年間千円です。振込は下記へ         ■「鉄道の未来学」梅原淳著 
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